
人生には、入学・進学・就職・結婚等「節目」になることがあり、学校生活にもそれがあります。

４月の新学年のスタート向けて、「つながる」３学期にするためには、日頃からその自覚をもちながら、

目標をもって生活することが大事になります。

まず、考えることは今のこの学年のまとめ方・終わり方を確かにすることが第１になります。今の

学校生活や家庭生活を前向きに取り組んでいるでしょうか。

人間はもともと「よい方向に変わろうとする力」 をもっていると思います。しかし、その力も私た

ちのまわりにあるたくさんの誘惑や自分自身の弱さから十分に発揮できないことが多いものです。

「自分で自分を変えていく力」を生かすことが、学習することになるのです。今までと違う行動を

とることは新しい世界に入ることになり、まさしく学習そのものになるのです。学習すると今までの

自分と違ってきます。だから、常に学習し続けることで、変わり続けるのです。学習しなくなったら

「生きている証」がなくなるとも言えます。なぜなら私たちを取り巻く環境は常に変化しています。

意識して学ぼうとする気持ちを持ち続けることが必要です。

友だちとの関わり方も重要になります。相手を大切にし、時には忠告したり、励まし合いながら高

めあえる関わりになっているでしょうか？成長するためには、他の人の存在が欠かせません。まわり

に信頼できる友人がいるからこそ、自分も学習でき、変われると思います。

もう一つは、どれだけ先を見て考えられるかです。目の前の具体的なこと

も大事にしながら、将来のことや進路のことを身近な家族や友人と話し合い

ながら考えられるとよいでしょう。

４月からの新学年がよいスタートがきれるよう、今、準備をしてほしいと

思います。

来年度の一年生は３１６名 学級はờ学級
２月６日（水）に新入生保護者説明会が行われました。来年度の新入生は今のところ（２月２２日

現在）３１６名です。現３年生が２７８名ですので来年度は３８

名増えることになります。来年度は１年生３１６名２年生２６９

名、３年生２８９名、合計で８７４名で、１・３年生が９学級、

２年生が８学級編成の予定です。

本校の教職員から学校の様子や入学時に必要な諸準備を説明し

た後、物品購入をしていただきました。安心して城南中学校に入

学していただきたいと思います。
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３年生
卒業まで残りわずかとなりました。中学校で残された日々、どんな気持ちで、何をがんばっていく

のでしょうか。高校内定者は、もう一度中学校の勉強をやり直して、学力をいっそう高めて４月を迎

えるようにしましょう。また、学級の仲間（これから受験する）を支えられるよ

うに行動してほしいと思います。特に学級の仲間への思い遣りと和を大切にしま

しょう。受験期の暗く、つらい、不安な気持ちのとき、友だちから温かい思い遣

りのある言葉をかけてもらうと、うれしく思い、心強さも感じるものです。友だ

ちとしての優しさが今一番必要なときです。

学校や先生方は、３年生の皆さんに自立した姿で卒業してもらいたいと考えています。残された時

間の中で、もう一がんばりしましょう。残された時間は短いようですが、相当

のことができると考えています。私たち教職員も最後まで、できる限り指導を

して送り出したいと考えています。

３月５日の公立高校入試を残している皆さんは最後の追い込みです。弱音を

吐いてゴール寸前でくじけるな！試合はゲームセットまで精一杯がんばるものです。土壇場のがんば

りが信じられない力を出すこともあります。進路が決まった人をうらやましがらず、マイペースで生

活しましょう。睡眠時間を十分とって、目標を勝ちとってください。

広げよう「あいさつ運動」の輪を 三年生に贈る会の取り組み
PTAの取り組み ３年生に感謝の気持ちを

今年も PTA の取り組みとして「朝のあいさつ・声 ３月７日（木）に実施される「三年生に

かけ運動」が５回（１５日間）にわたり保護者の皆様 贈る会」に向けて、新生徒会役員を中心に

のご協力により行われました。 一生懸命取り組んでいます。昼休みや帰り

最終回は１月１５日からの３日間、寒さの厳しい朝 の会の時間、応援練習や合唱練習の声が後

にもかかわらず、笑顔で子どもたちを迎えていただき 者中響き渡っています。新生徒会にとって

ました。 「三年生に贈る会」は初めての大きな行事

道徳教育の基本である「あいさつ」を生徒の皆さ です。三年生に感謝の気持ちを表すことは

んと交わすことで、お互いに気持ちよ朝のスタートを もちろん、１・２年生の団結力を強める大

迎えることができまし 切な行事です。イン

た今後も保護者のご協 フルエンザの流行が

力を得ながら「あいさ 心配される中ですが、

つ運動」の輪を広げて 残り２週間がんばっ

いきたいと思います。 てほしいです。


